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＜㈱日立ソリューションズ東日本＞
【 GeoMation農業支援アプリケーション 】

【対象営農類型】

【価格（税込）】５名利用の例
製品ライセンス ：2,728,000円
導入作業費 ：条件確認し御見積
サポートサービス：528,000円(年間)

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 地図上でビジュアルに圃場を管理できます。
● 圃場ごとに、農業に関連したさまざまな情報を統合的に管理・活用できます。
● 圃場図を活用する営農支援システムにより、農作業の現場でもさまざまなICT活用が進みます。

【製品説明】

● 農業協同組合、農協系統団体、農業共済組合、生産法人
【これまでの実績、利用者の声】

株式会社日立ソリューションズ東日本
北海道事業所
011-200-7222
hse-info@hitachi-solutions.com
https://www.hitachi-solutions-
east.co.jp/products/agri_support/casestudy/
case04/

☞連絡先

【実施事例】北海道の複数農協が利用する営農支援システム

● GeoMation農業支援アプリケーションで整備した圃場図をベースに、
農作業の現場で活用するための様々なアプリケーションを整備したシステムです。

● GeoMation農業支援アプリケーションをベースに追加開発した事例です。
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＜国際航業㈱＞
【営農支援サービス 天晴れ 人工衛星による生育診断】

＜対象営農類型＞
水稲 畑

作
露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

<問合せ先>

03-4476-8069
agriculture@kk-grp.jp
https://agriculture.kkc.jp/

【営農支援サービス天晴れと農機の連携】
小麦の起生期/茎立ち期の可変施肥実証

日本国外のさまざまな人工衛星から撮影した画像を解析し、
農作物の生育状況を可視化した診断レポートを日本全国へ提供しています。

【天晴れの特長】
●スマートフォンやタブレットでご利用可能
●全ての圃場を一面で確認することができる。
●スマート農業機械や営農管理アプリ/システムとのデータ連携拡充。データを利活用して効率的な営農計画を。

＜天晴れ診断メニュー＞

①追肥前に
圃場内の生育ムラを解析

実証効果：歩留まり向上
純収量120％(前年比)

自動化・省力化を実現！施肥量の最適化・コスト削減へ

②可変施肥マップ作成 ③可変施肥機による
追肥を実施

④圃場内生育ムラ減少 ⑤次の追肥判断に活用

●広域に点在する圃場や中山間地の見回り時間の大幅削減。
●生育状況に応じた追肥体系の組み立て、肥料量の最適化、倒伏軽減や高収量化の実現。
●収穫前に水分率を把握して乾燥コストの削減や歩留まりの向上を目的とした収穫計画を立てる。
●団体内や世代間、地域一帯での情報共有ツールとしての利活用。
●可変散布機器を所有していない方を含めた解析仕様の拡充も検討中。

＜全国から届いた天晴れの導入実績・効果＞ 累計20,000軒以上のご利用実績‼

●診断料金：5万円/1,000ha~+5千円/100ha(上限なし)
※耕地面積ではなく、対象圃場を包含する8角形の範囲面積が対象。

●ソフト購入なし、登録料/年間利用料:無料

対応機械の拡大も予定



18

＜㈱NPシステム開発＞
環境モニタリングクラウドシステム【 web-Watcher® 】

【対象営農類型】

【価格】（概算）
モニタリング機器導入費用 ￥400,000～（税込み）
ランニング費用 ￥50,000～/年（税込み）

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 環境モニタリングとあわせて、作業日報データと資材コストを記録でき、圃場ごとの収益も分析することで利益計
算が容易になり、人員、圃場規模など経営内容の検討に利用可能。

● 柑橘場面では画像解析AI選果機「太助シリーズ」で収穫物の結果データも登録可能。
● 結果と環境・作業・生育のデータと組み合わせることで、環境と生育の関係や圃場毎の特性を把握し、翌年の

作業内容への気づきに活用できる。
● 「web-Watcher」上で操作する遠隔自動灌水システム「web-ドリッパー」で日々の灌水作業労力を大幅に
軽減。灌水データと降雨データを並べてカレンダーに表示。

● 経験・勘に依らない、数値データを基にした収益改善点への気付きによって、「安定収量」「品質向上」を実現。

【製品説明】

● 環境と生育状況に応じた圃場管理が出来、特に防除のタイミングを計るのに利用できた。
● 別圃場で作業中に、システムからの高温アラートを受けたハウス内の植物体温度を下げるため、緊急で遠隔灌

水して品質低下を防ぐことができた。 等

【これまでの実績、利用者の声】

株式会社NPシステム開発 新規事業部
TEL: 089-994-6294(直通)
komatsu@npsystem.co.jp
https://www.npsystem.co.jp/

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】

● 令和元年度からのスマート農業加速化実
証プロジェクトで愛媛県内の8圃場で環境モ
ニタリングと経営効率化の実証を行った。

● 温州みかん5圃場に導入した結果、令和2
年度に平均反収を15%向上、甘平3圃場
の裂果率を20%削減できた。

● 同プロジェクトには画像解析AI選果機「太
助」を導入し、「web-Watcher」の糖酸デー
タと気象データを分析して効率的な土壌水分
管理の知見を得ることができた。

● 土壌水分管理を効率的に行うため、令和3
年度に遠隔自動灌水システム「web-ドリッ
パー」を新規に開発した。

● 2023年4月現在、愛媛県を中心に遠隔自
動灌水システム2式、画像解析AI選果機10
台の実績あり。

画像解析AI選果機「スーパー太助」

環境モニタリング装置

遠隔自動灌水システム
「web-ドリッパー」

環境モニタリングシステム「web-Watcher」
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＜全国農業協同組合連合会＞
【 Ｚ－ＧＩＳ 】

【対象営農類型】

【価格】
￥2,640円/年（税込・100圃場まで）
（公的機関・JAグループ以外の
企業・団体は年間60,000円）

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

●地図上の圃場とExcelで管理する圃場データを紐つけ、圃場管理を電子化します。
●24時間予報や週間予報、積算気温等が閲覧できる「1ｋｍメッシュ気象情報」を搭載。
●管理項目はExcelで自由に設定できるため、ご自身に適した管理が可能です。
●スマホ・タブレットでも使用可能。現場で閲覧・入力が可能です。
● １か月お試し期間をご用意していますので、会員申込前に性能を確認できます。

全国農業協同組合連合会
耕種総合対策部 スマート農業推進課
03-6271-8274
zz_zk_smart@zennoh.or.jp

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
●千葉県のJA市原市姉崎蔬菜部会にて愛用頂い

ております。
●同部会ではブランド作物「姉崎だいこん」300圃場

を組合員15人で管理しており、JAでJGAP取得も
されています。

●同部会ではZ-GISを活用し、圃場の所有者や生
産面積、品種、播種日を登録されています。

●Z-GISによって、品種・播種日の管理によって各品
種の出荷日・量を予測することで、段ボールなどの
資材発注や出荷準備の人材確保に活用頂いて
おります。

【製品説明】

mailto:shin-gijutsu@maff.go.jp
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＜ヤンマーアグリジャパン㈱＞
【 スマートアシストリモート 】

【対象営農類型】

【価格】
＜スタンダードコース＞

※スマートアシスト搭載機を所持
・トラクタ 最大10年間無料
・コンバイン、田植機 最大7年間無料
・無料期間終了後の利用料：22,000円/年（税込）

＜アドバンスSコース＞
※スマートアシスト搭載機を不所持
・最大1年間無料
・無料期間終了後の利用料：22,000円/年（税込）

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 機械に搭載された通信端末とGPSで稼働情報を察知し、
故障、盗難を未然防止。

● 電子化した圃場毎の作付状況や作業日報、農薬・肥料
の履歴が記録でき、圃場単位での営農管理が可能。

● 情報支援機能付きコンバインとの連携で、圃場毎の収量
データを記録し、次年度の栽培計画に役立てることが可能。

【製品説明】

ヤンマーアグリジャパン（株）
SA-Rサポートデスク
TEL:0120-296-112
https://www.yanmar.com

☞連絡先

スマートアシスト搭載機なら稼働情報から
かんたんに作業記録がつけられます。

作付け品目ごとにMAPで色分け

導入事例
（ヤンマーHP）
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